
(57)【要約】

【課題】　エレベータに課せられた条件の下で、かご９

の実速度Ｖａを上げて輸送能力を向上させたエレベータ

の制御装置を得る。

【解決手段】　かご９が定格積載量Ｃｏで上昇するとき

の最高速度Ｖｍを巻上機６及び巻上電動機１０の能力を

参酌して定められた実定格速度Ｖａｆで巻上電動機１０

を制御すると共に、定格速度として呼称される呼称定格

速度Ｖｒｔを実定格速度Ｖａｆに対して所定の範囲内の

偏差となるように設定し、かご９が釣合錘７と釣り合う

平衡積載域内では、実速度Ｖａの最高速度Ｖｍが呼称定

格速度Ｖｒｔを基準に設定された許容限度Ｖａｔｔを超

えない範囲で呼称定格速度Ｖｒｔよりも高い平衡域速度

となるように巻上電動機１０を制御し、かつ、平衡積載

域外では、実速度Ｖａの最高速度Ｖｍが巻上電動機１０

の能力を参酌して定められる速度Ｖとなるように巻上電

動機１０を制御するようにしたものである。

【選択図】　　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 主 索 の 一 方 に か ご が 吊 持 さ れ 、 他 方 に 釣 合 錘 が 吊 持 さ れ た エ レ ベ ー タ の 巻 上 機 及 び こ の
巻 上 機 を 駆 動 す る 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る 制 御 装 置 に お い て 、 上 記 か ご が 上 記 巻 上 電 動 機 に
駆 動 さ れ て 実 際 に 昇 降 す る と き の 実 速 度 の 内 、 定 格 積 載 量 で 上 昇 す る と き の 最 高 速 度 を 上
記 巻 上 機 又 は 上 記 巻 上 電 動 機 の 能 力 か ら 定 め ら れ る 実 定 格 速 度 で 上 記 巻 上 電 動 機 を 制 御 す
る と 共 に 、 定 格 速 度 と し て 呼 称 さ れ る 呼 称 定 格 速 度 を 上 記 実 定 格 速 度 に 対 し て 所 定 の 範 囲
内 で 高 く な る よ う に 設 定 し 、 上 記 か ご の 積 載 量 が 上 記 釣 合 錘 と 釣 り 合 う 平 衡 積 載 量 を 含 む
所 定 の 平 衡 積 載 域 内 で は 、 上 記 積 載 域 内 の 実 速 度 の 最 高 速 度 が 上 記 呼 称 定 格 速 度 を 基 準 に
決 ま る 許 容 限 度 を 超 え な い 範 囲 で 上 記 呼 称 定 格 速 度 よ り も 高 い 平 衡 域 速 度 と な る よ う に 上
記 巻 上 電 動 機 を 制 御 し 、 か つ 、 上 記 平 衡 積 載 域 外 で は 、 上 記 実 速 度 の 上 記 最 高 速 度 が 上 記
巻 上 機 又 は 上 記 巻 上 電 動 機 の 能 力 か ら 定 め ら れ る 速 度 と な る よ う に 上 記 巻 上 電 動 機 を 制 御
す る よ う に し た エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 呼 称 定 格 速 度 を 実 定 格 速 度 の １ １ １ ％ と し 、 平 衡 荷 重 速 度 を 上 記 呼 称 定 格 速 度 の １ ２ ５
％ と し た 請 求 項 １ に 記 載 の エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 既 設 の エ レ ベ ー タ の 少 な く と も 既 設 の 巻 上 機 は 継 続 し て 使 用 す る こ と と し 、 上 記 巻 上 機
を 駆 動 す る 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る 制 御 装 置 を 既 設 制 御 装 置 か ら 新 設 制 御 装 置 に 取 り 替 え る
エ レ ベ ー タ の 改 修 方 法 に お い て 、 上 記 新 設 制 御 装 置 に 請 求 項 １ に 記 載 の 制 御 装 置 を 用 い る
改 修 方 法 で あ っ て 、 上 記 新 設 制 御 装 置 に よ る か ご の 実 定 格 速 度 を 、 上 記 既 設 制 御 装 置 に よ
る 上 記 実 定 格 速 度 と 同 値 と な る よ う に 上 記 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る と 共 に 、 改 修 後 の エ レ ベ
ー タ の 呼 称 定 格 速 度 を 上 記 実 定 格 速 度 よ り も 所 定 の 範 囲 内 で 高 く な る よ う に 改 変 し 、 上 記
か ご の 積 載 量 が 上 記 釣 合 錘 と 釣 り 合 う 平 衡 積 載 量 を 含 む 所 定 の 平 衡 積 載 域 内 で は 、 上 記 か
ご の 上 記 積 載 域 内 の 実 速 度 の 最 高 速 度 が 上 記 呼 称 定 格 速 度 を 基 準 に 設 定 さ れ た 許 容 限 度 を
超 え な い 範 囲 で 上 記 呼 称 定 格 速 度 よ り も 高 い 平 衡 域 速 度 で 上 記 巻 上 電 動 機 を 制 御 し 、 か つ
、 上 記 平 衡 積 載 域 外 で は 、 上 記 か ご の 上 記 実 速 度 の 上 記 最 高 速 度 が 上 記 巻 上 機 又 は 上 記 巻
上 電 動 機 の 能 力 か ら 定 め ら れ る 速 度 と な る よ う に 上 記 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る よ う に し た エ
レ ベ ー タ の 改 修 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 改 修 後 の エ レ ベ ー タ の 呼 称 定 格 速 度 を 実 定 格 速 度 の １ １ １ ％ と し 、 平 衡 荷 重 速 度 を 上 記
呼 称 定 格 速 度 の １ ２ ５ ％ と し た 請 求 項 ３ に 記 載 の エ レ ベ ー タ の 改 修 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 か ご に 現 実 に 積 載 さ れ た 荷 重 に 応 じ て 昇 降 速 度 を 変 化 さ せ る よ う に し た エ
レ ベ ー タ の 制 御 装 置 に 係 る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 エ レ ベ ー タ の 巻 上 電 動 機 は 、 正 転 逆 転 と 力 行 回 生 の 四 象 限 運 転 を 繰 り 返 し 、 し か も 負 荷
変 動 が 著 し い 。 こ の た め 、 か ご が 定 格 積 載 量 と な る こ と は 限 ら れ た 時 間 帯 で あ り 、 巻 上 電
動 機 に か か る 負 荷 が 軽 い 場 合 は 、 巻 上 電 動 機 の 許 容 す る 範 囲 内 で 昇 降 速 度 を 上 げ て 輸 送 能
力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 そ こ で 、 か ご に 積 載 さ れ た 積 載 量 に 応 じ て 、 昇 降 速 度 を 変 更 す る よ う に し た 従 来 の エ レ
ベ ー タ の 制 御 装 置 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 巻 上 電 動 機 特 性 の 範 囲 内 で 最 も 早 く
目 的 階 へ 到 達 す る か ご 速 度 パ タ ー ン を 生 成 す る よ う に し た も の が 開 示 さ れ て い る 。
　 と こ ろ で 、 エ レ ベ ー タ に は 安 全 装 置 と し て 調 速 機 が 設 置 さ れ て お り 、 上 昇 運 転 及 び 下 降
運 転 の 別 な く 、 ま た 、 積 載 量 に 関 係 な く 、 か ご の 速 度 が 過 速 状 態 に な る と 、 動 力 を 遮 断 し
て か ご を 停 止 さ せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 図 ８ は 、 従 来 の エ レ ベ ー タ の 速 度 を 規 制 す る 要 件 を 示 す 説 明 用 図 で あ る 。 図 に お い て 、
呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ と は 、 設 計 図 書 に 記 載 さ れ た 速 度 で あ っ て 、 積 載 荷 重 の １ ０ ０ ％ の 荷 重
で あ る 定 格 積 載 量 を 載 せ て 上 昇 す る と き の 加 速 し 終 え た 最 高 速 度 と し て 呼 称 さ れ る 速 度 を
い う 。 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ と は 、 定 格 積 載 量 で 上 昇 す る と き の 加 速 し 終 え た 最 高 速 度 で あ っ
て 、 巻 上 機 又 は 巻 上 電 動 機 の 能 力 か ら 定 め ら れ る 速 度 を い う 。 こ こ で 、 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ
は 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ の ９ ０ ％ 以 上 １ ０ ５ ％ 以 下 で な け れ ば な ら な い （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ４ ３
０ ２ 　 昇 降 機 の 検 査 標 準 ） 。 従 っ て 、 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ の 上 限 値 Ｖ ａ ｆ ｔ は 、 Ｖ ａ ｆ ｔ ＝
１ ． ０ ５ Ｖ ｒ と な る 。 ま た 、 か ご に 荷 重 を 載 せ な い 場 合 、 即 ち 、 無 積 載 量 の 場 合 及 び 定 格
積 載 量 の １ １ ０ ％ の 荷 重 を 載 せ た 場 合 は 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ の １ ２ ５ ％ 以 下 と 定 め ら れ て
い る (Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ４ ３ ０ ２ 　 昇 降 機 の 検 査 標 準 )。 そ れ 以 外 の 負 荷 、 つ ま り か ご の 積 載 量
が 釣 合 錘 と 釣 り 合 う 平 衡 荷 重 を 含 む 所 定 の 平 衡 積 載 域 内 の 実 速 度 Ｖ ａ は 、 調 速 機 の 過 速 ス
イ ッ チ の 動 作 速 度 に よ っ て 制 約 を 受 け る 。 過 速 ス イ ッ チ の 動 作 速 度 は 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ
に よ っ て 若 干 異 な る が 、 平 成 １ ２ 年 建 設 省 告 示 第 １ ４ ２ ３ 号 「 エ レ ベ ー タ ー の 制 動 装 置 の
構 造 方 法 を 定 め る 件 」 第 ２ 「 ロ ー プ 式 エ レ ベ ー タ ー の 制 動 装 置 」 に 、 通 常 、 呼 称 定 格 速 度
Ｖ ｒ の １ ． ３ 倍 以 内 に 設 定 す る よ う に 定 め ら れ て い る 。 実 速 度 Ｖ ａ の 上 限 は 、 上 記 調 速 機
の 動 作 速 度 に 、 か ご 揺 れ 等 に よ る 誤 動 作 を 防 止 す る た め の 動 作 余 裕 代 Ｖ ｓ ｍ を 差 し 引 い た
値 以 下 に し な く て は な ら な い 。
　 従 っ て 、 定 格 負 荷 時 、 無 負 荷 時 、 １ １ ０ ％ 過 負 荷 時 、 及 び そ れ 以 外 の 負 荷 範 囲 で の 速 度
の 上 限 は 、 上 記 の よ う に も 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ を 基 準 と し て 決 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ８ ０ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 は 、 上 記 の と お り 構 成 さ れ て お り 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の も
の は 、 巻 上 電 動 機 の 特 性 の 範 囲 内 で 最 も 早 く 目 的 階 へ 到 達 す る か ご 速 度 パ タ ー ン を 生 成 す
る よ う に し た も の で あ る 。
　 し か し 、 エ レ ベ ー タ に は 定 格 速 度 を 呼 称 し な く て は な ら ず 、 こ の 呼 称 定 格 速 度 に よ っ て
上 記 の よ う に 、 実 速 度 は 建 設 省 告 示 及 び 昇 降 機 検 査 基 準 等 、 安 全 上 の 制 約 を 受 け る の で 、
機 器 の 能 力 の み に よ っ て 自 由 に 速 度 を 選 択 す る こ と が で き な い 、 と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 エ レ ベ ー タ に 課 せ ら れ
た 条 件 の 下 で 、 か ご の 実 速 度 を 上 げ て 輸 送 能 力 を 向 上 さ せ た エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
　 ま た 、 エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 を 、 既 設 品 か ら 新 設 品 に 替 え る こ と を 内 容 と す る エ レ ベ ー
タ の 改 修 工 事 に お い て も 、 エ レ ベ ー タ に 課 せ ら れ た 条 件 の 下 で 既 設 の エ レ ベ ー タ よ り も 、
か ご の 実 速 度 を 上 げ て 輸 送 能 力 を 向 上 さ せ 、 改 修 工 事 の 意 義 を 高 め る よ う に し た エ レ ベ ー
タ の 改 修 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に 係 る エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 は 、 主 索 の 一 方 に か ご が 吊 持 さ れ 、 他 方 に 釣 合 錘
が 吊 持 さ れ た エ レ ベ ー タ の 巻 上 機 、 及 び こ の 巻 上 機 を 駆 動 す る 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る 制 御
装 置 に 係 る も の で あ っ て 、 上 記 か ご が 上 記 巻 上 電 動 機 に 駆 動 さ れ て 実 際 に 昇 降 す る と き の
実 速 度 の 内 、 定 格 積 載 量 で 上 昇 す る と き の 最 高 速 度 を 上 記 巻 上 機 又 は 上 記 巻 上 電 動 機 の 能
力 か ら 定 め ら れ る 実 定 格 速 度 で 上 記 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る と 共 に 、 定 格 速 度 と し て 呼 称 さ
れ る 呼 称 定 格 速 度 を 上 記 実 定 格 速 度 に 対 し て 所 定 の 範 囲 内 で 高 く な る よ う に 設 定 し 、 上 記
か ご の 積 載 量 が 上 記 釣 合 錘 と 釣 り 合 う 平 衡 積 載 量 を 含 む 所 定 の 平 衡 積 載 域 内 で は 、 上 記 積
載 域 内 の 実 速 度 の 最 高 速 度 が 上 記 呼 称 定 格 速 度 を 基 準 に 設 定 さ れ た 許 容 限 度 を 超 え な い 範
囲 で 上 記 呼 称 定 格 速 度 よ り も 高 い 平 衡 域 速 度 と な る よ う に 上 記 巻 上 機 を 制 御 し 、 か つ 、 上
記 平 衡 積 載 域 外 で は 、 上 記 実 速 度 の 上 記 最 高 速 度 が 上 記 巻 上 機 又 は 上 記 巻 上 電 動 機 の 能 力
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か ら 定 め ら れ る 速 度 と な る よ う に 上 記 巻 上 機 を 制 御 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 る エ レ ベ ー タ の 改 修 方 法 は 、 既 設 の エ レ ベ ー タ の 少 な く と も 既 設 の
巻 上 機 は 継 続 し て 使 用 す る こ と と し 、 上 記 巻 上 機 を 駆 動 す る 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る 制 御 装
置 を 既 設 制 御 装 置 か ら 新 設 制 御 装 置 に 取 り 替 え る エ レ ベ ー タ の 改 修 方 法 に 係 る も の で あ っ
て 、 上 記 新 設 制 御 装 置 に よ る か ご の 実 定 格 速 度 を 、 上 記 既 設 制 御 装 置 に よ る 上 記 実 定 格 速
度 と 同 値 と な る よ う に 上 記 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る と 共 に 、 改 修 後 の エ レ ベ ー タ の 呼 称 定 格
速 度 を 上 記 実 定 格 速 度 よ り も 所 定 の 範 囲 内 で 高 く な る よ う に 改 変 し 、 上 記 か ご の 積 載 量 が
上 記 釣 合 錘 と 釣 り 合 う 平 衡 積 載 量 を 含 む 所 定 の 平 衡 積 載 域 内 で は 、 上 記 か ご の 上 記 積 載 域
内 の 実 速 度 の 最 高 速 度 が 上 記 呼 称 定 格 速 度 を 基 準 に 設 定 さ れ た 許 容 限 度 を 超 え な い 範 囲 で
上 記 呼 称 定 格 速 度 よ り も 高 い 平 衡 域 速 度 と な る よ う に 上 記 巻 上 電 動 機 を 制 御 し 、 か つ 、 上
記 平 衡 積 載 域 外 で は 、 上 記 か ご の 上 記 実 速 度 の 上 記 最 高 速 度 が 上 記 巻 上 機 又 は 上 記 巻 上 電
動 機 の 能 力 か ら 定 め ら れ る 速 度 と な る よ う に 上 記 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る よ う に し た も の で
あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 上 記 の と お り 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
　 こ の 発 明 に 係 る エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 に よ れ ば 、 呼 称 定 格 速 度 を 実 定 格 速 度 に 対 し て 所
定 の 範 囲 内 で 高 く な る よ う に 設 定 し 、 平 衡 積 載 域 内 で は 、 実 速 度 の 最 高 速 度 が 呼 称 定 格 速
度 を 基 準 に 設 定 さ れ た 高 い 平 衡 域 速 度 と な る よ う に 巻 上 電 動 機 を 制 御 し 、 か つ 、 平 衡 積 載
域 外 で は 、 実 速 度 の 最 高 速 度 が 巻 上 機 又 は 巻 上 電 動 機 の 能 力 か ら 定 め ら れ る 速 度 と な る よ
う に 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る よ う に し た も の で 、 か ご は 定 格 積 載 量 ま で の 略 全 域 に 亘 っ て 実
定 格 速 度 を 上 回 る 速 度 で 運 転 さ れ る こ と に な る 。 特 に 、 平 衡 積 載 域 内 で は 、 呼 称 定 格 速 度
を 基 準 に 設 定 さ れ た 許 容 限 度 内 で 高 く 設 定 さ れ た 平 衡 域 速 度 で 運 転 さ れ る 。 こ の た め 、 輸
送 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 、 と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 る エ レ ベ ー タ の 改 修 方 法 に よ る 新 設 制 御 装 置 に よ れ ば 、 か ご の 実 定
格 速 度 を 、 既 設 制 御 装 置 に よ る 実 定 格 速 度 と 同 値 に す る と 共 に 、 改 修 後 の エ レ ベ ー タ の 呼
称 定 格 速 度 を 実 定 格 速 度 よ り も 所 定 の 範 囲 内 で 高 く な る よ う に 改 変 し て 、 平 衡 積 載 域 内 で
は 、 呼 称 定 格 速 度 を 基 準 に 設 定 さ れ た 許 容 限 度 を 超 え な い 範 囲 で 呼 称 定 格 速 度 よ り も 高 い
平 衡 域 速 度 と な る よ う に 巻 上 電 動 機 を 制 御 し 、 か つ 、 平 衡 積 載 域 外 で は 、 巻 上 機 又 は 巻 上
電 動 機 の 能 力 か ら 定 め ら れ る 速 度 と な る よ う に 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る よ う に し た の で 、 同
様 に か ご は 定 格 積 載 量 ま で の 略 全 域 に 亘 っ て 実 定 格 速 度 を 上 回 る 速 度 で 運 転 さ れ る こ と に
な る 。 特 に 、 平 衡 積 載 域 内 で は 、 呼 称 定 格 速 度 を 基 準 に 設 定 さ れ た 許 容 限 度 内 で 高 く 設 定
さ れ た 平 衡 域 速 度 で 運 転 さ れ る 。 こ の た め 、 輸 送 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 改 修 工 事
の 意 義 を 高 め る こ と が で き る 、 と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 各 図 中 、 同 一
又 は 相 当 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 説 明 の 重 複 を 省 い た 。
実 施 の 形 態 １ ．
　 こ の 実 施 の 形 態 １ は 、 既 設 の エ レ ベ ー タ の 既 設 の 巻 上 機 及 び こ の 巻 上 機 を 駆 動 す る 既 設
の 巻 上 電 動 機 は 継 続 し て 使 用 す る こ と と し 、 巻 上 電 動 機 を 制 御 す る 制 御 装 置 を 既 設 制 御 装
置 か ら 新 設 制 御 装 置 に 取 り 替 え る こ と を 内 容 と す る エ レ ベ ー タ の 改 修 方 法 に 係 る も の で あ
る 。
　 図 １ か ら 図 ６ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す 。
　 図 １ は 、 エ レ ベ ー タ の 速 度 を 規 制 す る 要 件 を 、 従 来 の エ レ ベ ー タ の 速 度 を 規 制 す る 要 件
と 対 比 し て 示 し た 説 明 用 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 来 例 は 、 図 ８ に 示 し た と お り で あ り 、 こ こ で 再 度 説 明 す る 。 即 ち 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ
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と は 、 設 計 図 書 に 記 載 さ れ た 速 度 で あ っ て 、 積 載 荷 重 の １ ０ ０ ％ の 荷 重 、 即 ち 定 格 積 載 量
Ｃ ｏ を 載 せ て 上 昇 す る と き の 加 速 し 終 え た 最 高 速 度 と し て 呼 称 さ れ る 速 度 を い う 。 実 定 格
速 度 Ｖ ａ ｆ と は 、 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ で 上 昇 す る と き の 加 速 し 終 え た 最 高 速 度 で あ っ て 、 巻 上
電 動 機 １ ０ 及 び そ の 他 制 御 装 置 の 能 力 か ら 定 め ら れ る 速 度 を い う 。 こ こ で 、 実 定 格 速 度 Ｖ
ａ ｆ は 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ の ９ ０ ％ 以 上 １ ０ ５ ％ 以 下 で な け れ ば な ら な い （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　
４ ３ ０ ２ 　 昇 降 機 の 検 査 標 準 ） 。 従 っ て 、 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ の 上 限 値 Ｖ ａ ｆ ｔ は 、 Ｖ ａ ｆ
ｔ ＝ １ ． ０ ５ Ｖ ｒ と な る 。 ま た 、 か ご ９ に 荷 重 を 載 せ な い 場 合 、 即 ち 、 無 積 載 量 の 場 合 及
び 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ の １ １ ０ ％ の 荷 重 を 載 せ た 場 合 は 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ の １ ２ ５ ％ 以 下 と
定 め ら れ て い る (Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ４ ３ ０ ２ 　 昇 降 機 の 検 査 標 準 )。
　 ま た 、 か ご の 積 載 量 が 釣 合 錘 と 釣 り 合 う 平 衡 荷 重 を 含 む 所 定 の 平 衡 積 載 域 内 の 実 速 度 Ｖ
ａ は 、 調 速 機 の 過 速 ス イ ッ チ の 動 作 速 度 か ら ス イ ッ チ の 動 作 余 裕 代 Ｖ ｓ ｍ を 差 し 引 い た 値
以 下 で 変 化 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 １ で 採 用 す る 速 度 の 規 制 要 件 に つ い て 説 明 す る 。
　 こ こ で 、 新 設 制 御 装 置 に よ る か ご ９ の 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ を 、 既 設 制 御 装 置 に よ る 実 定 格
速 度 Ｖ ａ ｆ と 同 値 と し 、 か つ 、 改 修 後 の エ レ ベ ー タ の 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ ｔ を 、 Ｖ ｒ ｔ ＝ Ｖ
ａ ｆ ／ ０ ． ９ と す る 。 即 ち 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ ｔ を 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ の １ .１ １ 倍 と す る
。 従 っ て 、 調 速 機 の 過 速 ス イ ッ チ の 動 作 速 度 Ｖ ｇ は 、 通 常 、 呼 称 定 格 速 度 の １ ． ３ 倍 以 内
に 設 定 す る よ う に 規 定 さ れ て い る （ 但 し 、 定 格 速 度 が ４ ５ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ 以 下 の 場 合 は ６ ８ ｍ
／ ｍ ｉ ｎ ま で 許 容 さ れ て い る 。 ） 。 従 っ て 、 動 作 速 度 Ｖ ｇ の 上 限 値 Ｖ ｇ ｔ は 、 通 常 Ｖ ｇ ｔ
＝ １ ． ３ Ｖ ｒ ｔ （ ＝ １ ． １ １ × １ ． ３ × Ｖ ａ ｆ ） で あ る 。 従 っ て 、 実 速 度 Ｖ ａ の 上 限 値 Ｖ
ａ ｔ ｔ は 、 上 限 値 Ｖ ｇ ｔ に 対 し て 過 速 ス イ ッ チ の 動 作 余 裕 代 Ｖ ｓ ｍ を 見 た 値 、 つ ま り Ｖ ａ
ｔ ｔ ＝ １ ． ３ Ｖ ｒ ｔ － Ｖ ｓ ｍ と な る 。
　 図 １ よ り 明 か な と お り 、 従 来 例 に お い て は 、 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ と 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ の 偏
差 は 通 常 １ ％ 程 度 で あ っ た の に 対 し て 、 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ ｔ を 実
定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ の １ .１ １ 倍 と し た の で 、 実 速 度 Ｖ ａ の 変 化 範 囲 は 、 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ か
ら 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ｔ ま で と な る 。 こ こ で 、 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ｔ は 、 調 速 機 の 過 速 ス イ ッ チ の 動 作
速 度 Ｖ ｇ ｔ よ り 動 作 余 裕 代 Ｖ ｓ ｍ 分 差 し 引 い た 値 と な る の で 、 Ｖ ａ ｔ ｔ ＝ １ ． １ １ × １ ．
３ Ｖ ａ ｆ － Ｖ ｓ ｍ と な る 。
　 ６ ０ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ の 場 合 を 例 に と る と （ 実 速 度 Ｖ ａ ＝ 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ と 仮 定 し ） 、 従 来
例 の 上 限 値 Ｖ ａ ｔ は 、 Ｖ ａ ｔ ＝ １ ． ３ × ６ ０ － Ｖ ｓ ｍ と な る 。 動 作 余 裕 代 Ｖ ｓ ｍ ＝ ５ ｍ ／
ｍ ｉ ｎ と 仮 定 す る と 、 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ＝ ７ ３ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で あ る の に 対 し 、 こ の 実 施 の 形 態 １
に お け る 実 速 度 Ｖ ａ の 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ｔ は 、 Ｖ ａ ｔ ｔ ＝ １ ． １ １ × １ ． ３ × ６ ０ － Ｖ ｓ ｍ ＝
８ ２ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ と な る 。 従 来 例 で は 、 １ ３ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ の 増 速 で あ る が 、 こ の 実 施 の 形 態 １
で は 、 ２ １ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ の 増 速 が 可 能 に な る 。 増 速 率 は 、 従 来 で は ２ ２ ％ で あ っ た が 、 こ の
実 施 の 形 態 １ で は 、 ３ ５ ％ と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 エ レ ベ ー タ の 駆 動 系 に お け る エ ネ ル ギ ー の 授 受 を 示 す 説 明 用 図 で あ る 。
　 巻 上 機 ６ に 巻 き 掛 け ら れ て 垂 下 さ れ た 主 索 ８ の 一 方 に か ご ９ が 吊 持 さ れ 、 他 方 に 釣 合 錘
７ が 吊 持 さ れ て い る 。 巻 上 機 ６ は 減 速 機 ６ ａ を 介 し て 巻 上 電 動 機 １ ０ に よ っ て 駆 動 さ れ る
。 電 源 装 置 ２ ９ か ら 供 給 さ れ る 電 力 は 、 イ ン バ ー タ 装 置 ２ ８ に よ っ て 可 変 電 圧 可 変 周 波 数
の 交 流 電 源 に 変 換 さ れ て 巻 上 電 動 機 １ ０ を 付 勢 す る 。
　 か ご ９ の 速 度 を Ｖ （ ｍ ／ ｓ ） 、 か ご 自 重 Ｗ （ Ｎ ） と 積 載 量 Ｃ （ Ｎ ） を 合 算 し た か ご 総 重
量 を Ｍ （ Ｎ ） 、 釣 合 錘 重 量 を ｍ （ Ｎ ） と し 、 釣 合 錘 重 量 ｍ は 、 か ご 自 重 Ｗ と 定 格 積 載 量 Ｃ
ｏ （ Ｎ ） の ５ ０ ％ を 合 算 し た 重 量 と す る 。 か ご ９ を 昇 降 速 度 Ｖ （ ｍ ／ ｓ ） で 昇 降 さ せ る と
き の 昇 降 エ ネ ル ギ ー Ｐ ｍ （ ｗ ） は 、 Ｐ ｍ ＝ Ｖ （ Ｍ － ｍ ） と な る 。 更 に 、 Ｍ ＝ （ Ｗ ＋ Ｃ ） 、
ｍ ＝ ｛ Ｗ ＋ （ Ｃ ｏ ／ ２ ） ｝ で あ る か ら 、 Ｐ ｍ ＝ Ｖ ｛ Ｃ － （ Ｃ ｏ ／ ２ ） ｝ と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
1.　 力 行 運 転 時
　 力 行 運 転 は 、 電 源 装 置 ２ ９ か ら 巻 上 機 ６ に エ ネ ル ギ ー が 供 給 さ れ る 運 転 で あ る 。 即 ち 、
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電 源 装 置 ２ ９ は 、 途 中 の 電 線 に お け る エ ネ ル ギ ー 損 失 、 イ ン バ ー タ 装 置 ２ ８ 、 巻 上 電 動 機
１ ０ 及 び 減 速 機 ６ ａ 等 に お け る エ ネ ル ギ ー 損 失 を 併 せ て 供 給 し て か ご ９ 側 に 昇 降 エ ネ ル ギ
ー Ｐ ｍ を 供 給 す る 。 力 行 運 転 時 は 減 速 機 ６ ａ の 効 率 は η と な る 。 従 っ て 、 上 記 電 線 、 イ ン
バ ー タ 装 置 ２ ８ 、 巻 上 電 動 機 １ ０ 及 び 減 速 機 ６ ａ 等 は 、 か ご ９ 側 に 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ を 積 載
し て 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ で 上 昇 さ せ る 能 力 を 備 え て い る 。
　 か ご ９ の 積 載 量 Ｃ が 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ よ り も 小 さ い 積 載 量 Ｃ の 場 合 、 即 ち 、 か ご 総 重 量 Ｍ
が 釣 合 錘 重 量 ｍ に 近 付 く に つ れ て 、 昇 降 エ ネ ル ギ ー Ｐ ｍ も 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ 時 の 昇 降 エ ネ ル
ギ ー Ｐ ｍ ｏ よ り も 小 さ く な る 。 こ の た め 、 上 記 電 線 、 イ ン バ ー タ 装 置 ２ ８ 、 巻 上 電 動 機 １
０ 及 び 減 速 機 ６ ａ 等 に 余 裕 が 生 じ る 。
　 そ こ で 、 積 載 量 Ｃ の と き は 、 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ の と き の 昇 降 エ ネ ル ギ ー Ｐ ｍ ｏ に 等 し く な
る 昇 降 速 度 Ｖ ま で 昇 降 速 度 を 高 め る こ と が で き る 。 即 ち 、
Ｐ ｍ ｏ ＝ Ｖ ｜ Ｃ － （ Ｃ ｏ ／ ２ ） ｜
∴ Ｖ ＝ Ｐ ｍ ｏ ／ ｜ Ｃ － （ Ｃ ｏ ／ ２ ） ｜ 　 　 　 　 　 　 （ １ ）
と な る 。 こ の 関 係 を 図 ３ に 表 わ す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
２ .　 制 動 運 転 時
　 制 動 運 転 は 、 か ご ９ 側 か ら 減 速 機 ６ ａ 、 巻 上 電 動 機 １ ０ 、 イ ン バ ー タ 装 置 ２ ８ を 経 由 し
て 電 源 装 置 ２ ９ に エ ネ ル ギ ー が 返 還 さ れ る 運 転 で あ る 。 こ の と き 、 力 行 運 転 時 と 同 様 に 、
そ れ ぞ れ の 装 置 で 損 失 が 生 じ る 。 特 に 、 減 速 機 ６ ａ に ウ オ ー ム ギ ャ が 使 用 さ れ る 場 合 は 逆
効 率 γ と な り 、 巻 上 電 動 機 １ ０ 及 び イ ン バ ー タ 装 置 ２ ８ に 返 還 さ れ る 昇 降 エ ネ ル ギ ー Ｐ ｍ
は 小 さ く な る 。 従 っ て 、 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ で 下 降 す る 場 合 は 、 巻 上 電 動 機 １ ０ 及 び イ ン バ ー
タ 装 置 ２ ８ に は 余 裕 が 生 じ る 。 こ の た め 、 巻 上 電 動 機 １ ０ 及 び イ ン バ ー タ 装 置 ２ ８ に 限 れ
ば 、 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ で あ っ て も 下 降 運 転 時 は 昇 降 速 度 Ｖ を 上 げ る こ と が で き る 。
　 し か し な が ら 、 減 速 機 ６ ａ に つ い て は 、 制 動 運 転 時 も 力 行 運 転 時 と 略 同 程 度 の エ ネ ル ギ
ー 損 失 が 発 生 す る 。 こ の た め 、 制 動 運 転 時 は 、 昇 降 速 度 Ｖ は 減 速 機 ６ ａ に よ っ て 制 約 を 受
け る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 例 え ば 、 減 速 機 ６ ａ に お け る エ ネ ル ギ ー 損 失 の 一 例 と し て 、 減 速 比 が ６ ７ ： １ の 場 合 に
つ い て 述 べ る 。 力 行 運 転 時 の 効 率 η ＝ ０ ． ６ ３ に 対 し て 、 制 動 運 転 時 の 逆 効 率 γ ＝ ０ ． ３
９ と い う 計 算 デ ー タ が あ る 。 力 行 運 転 時 の か ご ９ 側 の 昇 降 エ ネ ル ギ ー Ｐ ｍ に 対 し て 、 減 速
機 ６ ａ に お け る エ ネ ル ギ ー 損 失 Ｌ ｍ は 、 下 記 の 式 で 表 さ れ る 。 即 ち 、
　 Ｌ ｍ ＝ （ Ｐ ｍ ／ η ） － Ｐ ｍ ＝ Ｐ ｍ （ １ － η ） ／ η
　 一 方 、 制 動 運 転 時 の エ ネ ル ギ ー 損 失 Ｌ ｂ は 、 下 記 の 式 で 表 さ れ る 。 即 ち 、
　 Ｌ ｂ ＝ Ｐ ｍ － γ Ｐ ｍ ＝ Ｐ ｍ （ １ － γ ）
　 こ こ で 、 η ＝ ０ ． ６ ３ 及 び γ ＝ ０ ． ３ ９ を 代 入 す る と 、 Ｌ ｍ ＝ ０ ． ５ ９ Ｐ ｍ 、 Ｌ ｂ ＝ ０
． ６ １ Ｐ ｍ と な り 、 制 動 運 転 時 の 方 が 若 干 高 い も の の 両 者 は 略 等 し く な る 。
　 か ご 総 重 量 Ｍ が 釣 合 錘 重 量 ｍ に 近 付 く に つ れ て 、 昇 降 エ ネ ル ギ ー Ｐ ｍ も 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ
時 の 昇 降 エ ネ ル ギ ー Ｐ ｍ ｏ よ り も 小 さ く な り 、 そ れ に 応 じ て エ ネ ル ギ ー 損 失 Ｌ ｍ 及 び Ｌ ｂ
は 、 い ず れ も 減 少 す る 。 エ ネ ル ギ ー 損 失 Ｌ ｍ 及 び Ｌ ｂ の 減 少 に 伴 っ て 、 か ご ９ の 昇 降 速 度
Ｖ を 上 昇 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 関 係 は 、 力 行 運 転 時 と 同 じ で あ っ て 、 制 動 運 転 時 に つ
い て も 上 記 式 （ １ ） が 成 立 す る も の と 考 え ら れ る 。 こ の 考 え の 下 に 制 動 運 転 時 の 積 載 量 Ｃ
と 昇 降 速 度 Ｖ の 関 係 も 図 ３ に 併 せ て 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 昇 降 速 度 Ｖ を 変 動 さ せ た と き の 巻 上 電 動 機 １ ０ に つ い て 考 え る と 、 巻 上 電 動 機 １
０ の 定 格 時 の ト ル ク Ｔ ｏ 、 印 加 電 圧 Ｖ ｏ 及 び 電 流 Ｉ ｏ 、 回 転 磁 界 の 磁 束 Φ ｏ と す る と 下 記
の 関 係 が 成 立 す る 。
Ｔ ｏ ＝ Φ ｏ ・ Ｉ ｏ
Ｖ ｏ ＝ ｄ （ Φ ｏ ） ／ ｄ ｔ
　 か ご ９ の 昇 降 速 度 Ｖ を 上 げ る た め に 周 波 数 を ｎ 倍 に す る と 、 印 加 電 圧 Ｖ ｏ の ピ ー ク 値 は
抑 え ら れ て い る の で 、 磁 束 Φ ｏ を （ １ ／ ｎ ） 倍 に し な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 定 格 電 流
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Ｉ ｏ を 流 し た と き の ト ル ク Ｔ ｎ は 、
Ｔ ｎ ＝ （ Φ ｏ ／ ｎ ） ・ Ｉ ｏ ＝ Ｔ ｏ ／ ｎ
　 即 ち 、 昇 降 速 度 Ｖ を ｎ 倍 に す る と ト ル ク Ｔ ｎ は 、 定 格 ト ル ク Ｔ ｏ の （ １ ／ ｎ ） 倍 に な る
。 か ご 総 重 量 Ｍ が 釣 合 錘 重 量 ｍ に 近 付 く に つ れ て ト ル ク Ｔ も 減 少 し て 昇 降 エ ネ ル ギ ー Ｐ ｍ
も 減 少 す る 。 昇 降 エ ネ ル ギ ー Ｐ ｍ が 減 少 し た 分 だ け 、 巻 上 電 動 機 １ ０ の 電 流 を 定 格 電 流 Ｉ
ｏ に 保 っ た 状 態 で 、 昇 降 速 度 Ｖ を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ は 、 改 修 後 の エ レ ベ ー タ の 実 速 度 Ｖ ａ の 最 高 速 度 Ｖ ｍ を 示 す 説 明 用 図 で あ っ て 、 こ
の 最 高 速 度 Ｖ ｍ は 、 図 １ に 示 し た エ レ ベ ー タ の 速 度 の 規 制 要 件 と 、 図 ３ に 示 し た イ ン バ ー
タ 装 置 ２ ８ 、 巻 上 電 動 機 １ ０ 及 び 減 速 機 ６ ａ 等 の 能 力 か ら 規 制 さ れ る 要 件 と か ら 定 め ら れ
る 。
　 ま ず 、 図 ３ に 示 さ れ た 巻 上 電 動 機 １ ０ 及 び 巻 上 機 ６ の 能 力 か ら 決 め ら れ る 昇 降 速 度 Ｖ を
、 か ご ９ の 実 速 度 Ｖ ａ の 最 高 速 度 Ｖ ｍ と す る 。 即 ち 、 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ で 上 昇 す る と き の 最
高 速 度 Ｖ ｍ を 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ と す る 。 従 っ て 、 既 設 制 御 装 置 で 採 用 さ れ て い た 実 定 格 速
度 Ｖ ａ ｆ と 同 値 に な る 。 か ご ９ と 釣 合 錘 ７ が 釣 り 合 う 平 衡 積 載 量 Ｃ ｂ は 、 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ
の ５ ０ ％ で あ る か ら 、 無 積 載 量 の と き も 巻 上 電 動 機 １ ０ に 対 し て は 、 定 格 積 載 量 Ｃ ｏ と 同
じ 負 荷 ト ル ク と な り 、 最 高 速 度 Ｖ ｍ も 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ に 等 し く な る 。
　 積 載 量 Ｃ が 平 衡 積 載 量 Ｃ ｂ （ ＝ Ｃ ｏ ／ ２ ） に 近 付 く に つ れ て 、 図 ３ に 示 し た と お り 、 最
高 速 度 Ｖ ｍ を （ １ ） 式 で 表 さ れ る 曲 線 に 沿 っ て 増 速 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 し た と お り 、 改 修 後 の エ レ ベ ー タ の 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ ｔ は 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ の
１ １ １ ％ で あ り 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ ｔ の １ ３ ０ ％ が 調 速 機 の 過 速 ス イ ッ チ の 動 作 速 度 で あ
る か ら 、 こ の 値 か ら 動 作 余 裕 代 Ｖ ｓ ｍ を 差 し 引 い た 値 が 実 速 度 Ｖ ａ の 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ｔ で あ
る 。 積 載 量 Ｃ が 積 載 量 Ｃ ｂ １ に な る と 、 最 高 速 度 Ｖ ｍ は 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ｔ に 等 し く な る 。 同
様 に 積 載 量 Ｃ ｂ ２ の と き も 、 最 高 速 度 Ｖ ｍ は 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ｔ に 等 し く な る 。 平 衡 積 載 量 Ｃ
ｂ を 含 む 積 載 量 Ｃ ｂ １ と 積 載 量 Ｃ ｂ ２ の 間 を 平 衡 積 載 域 と し 、 こ の 平 衡 積 載 域 内 で の か ご
９ の 実 速 度 Ｖ ａ の 最 高 速 度 Ｖ ｍ を 平 衡 域 速 度 と す る 。 こ こ で は 平 衡 域 速 度 を 上 限 値 Ｖ ａ ｔ
ｔ に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ は 、 エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
　 昇 降 路 １ 内 に 収 め ら れ た か ご ９ に は 、 か ご 操 作 盤 ３ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 か ご ９ の 行
先 階 を 指 定 す る か ご 呼 び が 登 録 さ れ る 。 か ご ９ の 積 載 量 Ｃ は 秤 装 置 １ ９ に よ っ て 計 量 さ れ
る 。 乗 場 ４ に は 乗 場 釦 ２ ０ が 取 り 付 け ら れ て い て 、 か ご ９ を 呼 び 寄 せ る 乗 場 呼 び が 登 録 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 主 索 ８ は 昇 降 路 １ の 頂 部 に 設 置 さ れ た 巻 上 機 ６ に 巻 き 掛 け ら れ て 垂 下 さ れ 、 一 方 で か ご
９ を 吊 持 し 、 他 方 で 釣 合 錘 ７ を 吊 持 し て い る 。 巻 上 機 ６ は 減 速 機 ６ ａ を 介 し て 電 動 機 １ ０
に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 電 動 機 軸 に は エ ン コ ー ダ １ ０ ａ が 取 り 付 け ら れ て い て 、 角 速 度 、 即
ち 、 か ご ９ の 速 度 を 検 出 す る よ う に な っ て い る 。 か ご 位 置 演 算 装 置 ２ ２ は 、 エ ン コ ー ダ １
０ ａ か ら の 速 度 信 号 を 積 算 し て 、 か ご ９ の 現 在 位 置 を 演 算 す る 。
　 か ご 呼 び 又 は 乗 場 呼 び が 登 録 さ れ る と 、 次 回 停 止 階 決 定 装 置 ２ １ は 、 次 に 応 答 す べ き 呼
び が 登 録 さ れ た 次 回 停 止 階 を 決 定 す る 。 昇 降 距 離 演 算 装 置 ２ ３ は 、 か ご ９ の 現 在 位 置 か ら
次 回 停 止 階 ま で の 昇 降 距 離 、 即 ち 残 昇 降 距 離 Ｄ を 演 算 す る 。 負 荷 ト ル ク 演 算 装 置 ２ ６ は 、
秤 装 置 １ ９ に よ っ て 計 測 さ れ た 積 載 量 Ｃ と 運 転 方 向 か ら 負 荷 ト ル ク を 演 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 最 高 速 度 設 定 装 置 ２ ４ は 、 か ご ９ の 積 載 量 Ｃ に 基 い て 、 か ご ９ の 実 速 度 Ｖ ａ の 最 高 速 度
Ｖ ｍ を 設 定 す る 。 具 体 的 に は 、 図 ４ に 示 す 積 載 量 Ｃ と 最 高 速 度 Ｖ ｍ と を 対 応 さ せ て 配 列 さ
れ た 積 載 量 ・ 最 高 速 度 テ ー ブ ル に な っ て い て 、 積 載 量 Ｃ に 対 応 す る 最 高 速 度 Ｖ ｍ を 、 上 記
テ ー ブ ル か ら 読 み 取 っ て 出 力 す る 。 速 度 パ タ ー ン 発 生 装 置 ２ ５ は 、 予 め 定 め ら れ た 加 速 度
及 び 減 速 度 と 、 昇 降 距 離 演 算 装 置 ２ ３ か ら の 昇 降 距 離 Ｄ と 、 最 高 速 度 設 定 装 置 ２ ４ か ら の
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最 高 速 度 Ｖ ｍ に よ っ て 速 度 パ タ ー ン を 発 生 さ せ る 。 イ ン バ ー タ 制 御 装 置 ２ ７ は 、 負 荷 ト ル
ク と 速 度 パ タ ー ン と 速 度 帰 還 信 号 に 基 い て イ ン バ ー タ 装 置 ２ ８ を 制 御 す る 。 イ ン バ ー タ 装
置 ２ ８ は 電 源 ２ ９ か ら 電 力 の 供 給 を 受 け て 電 動 機 １ ０ を 付 勢 し て 巻 上 機 ６ を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 、 エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ る 速 度 パ タ ー ン の 生 成 手 順 を 示 す 流 れ
図 で あ る 。
　 手 順 Ｓ １ １ で 、 乗 場 呼 び 又 は か ご 呼 び が 登 録 さ れ る と 、 手 順 Ｓ １ ２ へ 移 り 、 応 答 す べ き
呼 び に 対 応 す る 次 回 停 止 階 が 決 定 さ れ る と 共 に 、 か ご ９ の 運 転 方 向 が 決 定 さ れ る 。 手 順 Ｓ
１ ３ で 、 か ご ９ の 現 在 位 置 と 次 回 停 止 階 の 位 置 デ ー タ に 基 い て 昇 降 距 離 Ｄ が 演 算 さ れ る 。
手 順 Ｓ １ ４ で 、 戸 閉 が 完 了 す る の を 待 っ て 手 順 Ｓ １ ５ へ 移 る 。 戸 閉 の 完 了 に よ っ て か ご ９
の 積 載 量 Ｃ が 確 定 す る 。 手 順 Ｓ １ ５ で は 、 確 定 し た 積 載 量 Ｃ と 運 転 方 向 か ら 負 荷 ト ル ク が
演 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 手 順 Ｓ １ ６ で 、 積 載 量 Ｃ に 対 応 す る 最 高 速 度 Ｖ ｍ が 設 定 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 上 記 の と
お り 、 図 ４ に 示 す 積 載 量 Ｃ と 最 高 速 度 Ｖ ｍ と を 対 応 さ せ て 配 列 さ れ た 積 載 量 ・ 最 高 速 度 テ
ー ブ ル ２ ４ ａ か ら 最 高 速 度 Ｖ ｍ を 読 み 取 る 。 手 順 Ｓ １ ７ で 、 昇 降 距 離 Ｄ と 最 高 速 度 Ｖ ｍ と
運 転 方 向 に 基 い て 速 度 パ タ ー ン が 生 成 さ れ る 。 加 速 度 及 び 減 速 度 は 予 め 定 め ら れ て お り 、
先 ず 最 高 速 度 Ｖ ｍ に 達 す る た め の 加 速 距 離 と 減 速 距 離 が 演 算 さ れ る 。 手 順 Ｓ １ ３ で 演 算 さ
れ た 昇 降 距 離 Ｄ が 、 符 号 Ｄ １ で 示 し た と お り 短 距 離 で あ っ て 、 加 速 距 離 と 減 速 距 離 の 合 計
値 が 昇 降 距 離 Ｄ １ を 超 え る 場 合 は 、 最 高 速 度 Ｖ ｍ に 達 す る こ と な く 、 加 速 途 中 で 減 速 さ せ
る 速 度 パ タ ー ン Ｐ １ が 生 成 さ れ る 。 ま た 、 昇 降 距 離 Ｄ が 、 符 号 Ｄ ２ で 示 し た と お り 長 距 離
で あ っ て 、 加 速 距 離 と 減 速 距 離 の 合 計 値 よ り も 昇 降 距 離 Ｄ ２ が 長 い 場 合 は 、 最 高 速 度 Ｖ ｍ
に 達 す る 速 度 パ タ ー ン Ｐ ２ が 生 成 さ れ る 。 い ず れ の 速 度 パ タ ー ン も 、 か ご ９ の 始 動 位 置 か
ら 次 回 停 止 階 ま で を 細 区 分 し 、 各 位 置 か ら 次 回 停 止 階 ま で の 昇 降 距 離 Ｄ に 対 応 さ せ て 実 速
度 Ｖ ａ が 配 列 さ れ た 昇 降 距 離 ・ 昇 降 速 度 テ ー ブ ル ２ ５ ａ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 手 順 Ｓ １ ８ で 起 動 指 令 が 出 さ れ る と 、 手 順 Ｓ １ ９ で 、 次 回 停 止 階 ま で の 残 昇 降 距 離 Ｄ が
演 算 さ れ る 。 即 ち 、 手 順 Ｓ １ ２ で 演 算 さ れ た 昇 降 距 離 Ｄ か ら 、 そ の 時 ま で に 昇 降 し た 距 離
が 減 算 さ れ る 。 手 順 Ｓ ２ ０ で 、 残 昇 降 距 離 Ｄ に 対 応 す る 昇 降 速 度 Ｖ が 速 度 パ タ ー ン に 従 っ
て 設 定 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 残 昇 降 距 離 Ｄ に 対 応 す る 実 速 度 Ｖ ａ を 昇 降 距 離 ・ 昇 降 速 度 テ
ー ブ ル ２ ５ ａ か ら 読 み 取 る 。 読 み 取 ら れ た 実 速 度 Ｖ ａ は 、 速 度 指 令 値 と し て イ ン バ ー タ 制
御 装 置 ２ ７ へ 指 令 さ れ る 。 イ ン バ ー タ 制 御 装 置 ２ ７ は 上 記 指 令 に 基 い て イ ン バ ー タ 装 置 ２
８ を 制 御 す る 。 手 順 Ｓ ２ １ で 目 的 階 へ 到 着 し た か 調 べ る 。 具 体 的 に は 、 昇 降 距 離 ・ 昇 降 速
度 テ ー ブ ル ２ ５ ａ に お い て 、 残 昇 降 距 離 Ｄ が （ Ｄ － ｎ ｄ ） ＝ ０ 又 は 所 定 の 着 床 域 内 、 即 ち
、 一 つ 手 前 の ｛ Ｄ － （ ｎ － １ ） ｝ 若 し く は 行 き 過 ぎ て ｛ Ｄ － （ ｎ ＋ １ ） ｝ に な っ た 場 合 は
、 到 着 し た と 見 做 し て 実 速 度 Ｖ ａ ＝ ０ と な り 、 処 理 を 終 わ る 。 到 着 し て い な い 場 合 は 、 手
順 Ｓ １ ９ へ 戻 っ て 目 的 階 へ 到 着 す る ま で 上 記 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の と お り 、 実 施 の 形 態 １ に よ る エ レ ベ ー タ の 改 修 方 法 は 、 既 設 の エ レ ベ ー タ の 既 設
の 巻 上 機 ６ 及 び こ の 巻 上 機 ６ を 駆 動 す る 既 設 の 巻 上 電 動 機 １ ０ は 継 続 し て 使 用 す る こ と と
し 、 巻 上 電 動 機 １ ０ を 制 御 す る 制 御 装 置 を 既 設 制 御 装 置 か ら 新 設 制 御 装 置 に 取 り 替 え る エ
レ ベ ー タ の 改 修 方 法 で あ っ て 、 新 設 制 御 装 置 に よ る か ご ９ の 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ を 、 既 設 制
御 装 置 に よ る 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ と 同 値 と な る よ う に 巻 上 電 動 機 １ ０ を 制 御 す る と 共 に 、 改
修 後 の エ レ ベ ー タ の 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ ｔ を 、 許 容 範 囲 内 で あ る 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ の １ ． １
１ 倍 に 改 変 し 、 か ご ９ の 積 載 量 Ｃ が 釣 合 錘 ７ と 釣 り 合 う 平 衡 積 載 量 Ｃ ｂ を 含 む 所 定 の 平 衡
積 載 域 （ Ｃ ｂ １ ～ Ｃ ｂ ２ ） 内 で は 、 か ご ９ の 実 速 度 Ｖ ａ の 最 高 速 度 Ｖ ｍ が 呼 称 定 格 速 度 Ｖ
ｒ ｔ を 基 準 に 設 定 さ れ た 許 容 限 度 で あ る 実 速 度 Ｖ ａ の 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ｔ で 巻 上 電 動 機 １ ０ を
制 御 し 、 か つ 、 平 衡 積 載 域 （ Ｃ ｂ １ ～ Ｃ ｂ ２ ） 外 で は 、 か ご ９ の 実 速 度 Ｖ ａ の 最 高 速 度 Ｖ
ｍ が 巻 上 電 動 機 １ ０ の 能 力 か ら 定 め ら れ る 昇 降 速 度 Ｖ 、 即 ち 、 （ １ ） 式 で 表 さ れ る 速 度 Ｖ
で 巻 上 電 動 機 １ ０ を 制 御 す る よ う に し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 即 ち 、 平 衡 積 載 域 （ Ｃ ｂ １ ～ Ｃ ｂ ２ ） 内 で は 、 最 高 速 度 Ｖ ｍ は 実 速 度 Ｖ ａ の 上 限 値 Ｖ ａ
ｔ ｔ と な る 。 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ｔ は 、 調 速 機 の 過 速 ス イ ッ チ の 動 作 速 度 か ら 動 作 余 裕 代 Ｖ ｓ ｍ
を 差 し 引 い た 値 で あ る の で 、 Ｖ ａ ｔ ｔ ＝ １ ． １ １ × １ ． ３ × Ｖ ｒ ｔ － Ｖ ｓ ｍ で あ る 。 例 え
ば 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ ｔ を ６ ０ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ と し 、 動 作 余 裕 代 Ｖ ｓ ｍ を 5ｍ ／ ｍ ｉ ｎ と す る
と 、 平 衡 積 載 域 （ Ｃ ｂ １ ～ Ｃ ｂ ２ ） 内 の 最 高 速 度 Ｖ ｍ は 、 約 ８ ２ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で あ る 。
　 こ の た め 、 改 修 工 事 に よ っ て 新 設 さ れ た エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 に よ れ ば 、 輸 送 能 力 が 向
上 し 、 改 修 工 事 の 意 義 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 こ の 実 施 の 形 態 ２ は 、 実 施 の 形 態 １ で 示 し た エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 の 一 部 を 変 更 し た 実
施 例 を 示 す 。
実 施 例 １ ．
　 図 ７ は 、 こ の 実 施 例 １ に お け る エ レ ベ ー タ の 実 速 度 Ｖ ａ の 最 高 速 度 Ｖ ｍ を 示 す 説 明 用 図
で あ る 。 図 ７ よ り 明 か な と お り 、 平 衡 積 載 域 （ Ｃ ｂ １ ～ Ｃ ｂ ２ ） 外 に お け る 最 高 速 度 Ｖ ｍ
は 、 実 定 格 速 度 Ｖ ａ ｆ と し 、 平 衡 積 載 域 （ Ｃ ｂ １ ～ Ｃ ｂ ２ ） 内 で は 、 呼 称 定 格 速 度 Ｖ ｒ ｔ
よ り も 高 く 、 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ｔ よ り も 低 い 速 度 に 設 定 し た 。
　 こ の た め 、 エ レ ベ ー タ の 輸 送 能 力 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 巻 上 電 動 機 １ ０ 及 び 減 速 機 ６ ａ
等 は 、 余 裕 を 持 っ て 最 高 速 度 Ｖ ｍ で 運 転 を 行 う こ と が で き る 。 特 に 、 平 衡 積 載 域 （ Ｃ ｂ １
～ Ｃ ｂ ２ ） 内 で は 、 上 限 値 Ｖ ａ ｔ ｔ に 対 し て も 余 裕 を 持 っ た 運 転 を 行 わ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
実 施 例 ２ ．
　 実 施 の 形 態 １ で は 、 エ レ ベ ー タ の 改 修 に よ っ て 新 設 さ れ る 制 御 装 置 に 係 る も の で あ っ た
。 こ の 実 施 例 ２ で は 、 新 規 に 設 置 さ れ る エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 で あ っ て も 、 同 様 に で あ っ
て 、 最 高 速 度 Ｖ ｍ を 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 上 げ る こ と に よ っ て 、 エ レ ベ ー タ の 輸 送 能 力 の
向 上 を 図 る こ と が で き る 。
実 施 例 ３ ．
　 実 施 の 形 態 １ で は 、 減 速 機 ６ ａ 付 の エ レ ベ ー タ に つ い て 述 べ た が 、 減 速 機 ６ ａ を 具 備 し
な い エ レ ベ ー タ で あ っ て も 同 様 で あ っ て 、 巻 上 電 動 機 等 の 能 力 か ら 決 め ら れ る 昇 降 速 度 Ｖ
は 、 図 ４ に 示 す 特 性 を 有 し 、 積 載 量 Ｃ に 対 し て 最 高 速 度 Ｖ ｍ を 上 げ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 に 適 用 さ れ る 速 度 規 制 要
件 を 示 す 説 明 用 図 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る エ レ ベ ー タ の 駆 動 系 に お け る エ ネ ル ギ ー の 授 受
を 示 す 説 明 用 図 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る エ レ ベ ー タ の 巻 上 電 動 機 等 の 能 力 か ら 決 ま る 昇
降 速 度 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 改 修 後 の エ レ ベ ー タ の 最 高 速 度 Ｖ ｍ を 示 す 説 明
用 図 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ る 速 度
パ タ ー ン の 生 成 手 順 を 示 す 流 れ 図 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る エ レ ベ ー タ の 最 高 速 度 Ｖ ｍ を 示 す 説 明 用 図 。
【 図 ８ 】 従 来 の エ レ ベ ー タ の 制 御 装 置 に 適 用 さ れ た 速 度 規 制 要 件 を 示 す 説 明 用 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 昇 降 路 、 　 ４ 　 乗 場 、 　 ６ 　 巻 上 機 、 　 ６ ａ 　 減 速 機 、 　 ７ 　 釣 合 錘 、 　 ８ 　 主 索
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、 　 ９ 　 か ご 、 　 １ ０ 　 巻 上 電 動 機 、 　 １ ０ ａ 　 エ ン コ ー ダ 、 　 １ ８ 　 か ご 操 作 盤 、 　 １
９ 　 秤 装 置 、 　 ２ ０ 　 乗 場 釦 、 　 ２ １ 　 次 階 停 止 階 決 定 装 置 、 　 ２ ２ 　 か ご 位 置 演 算 装 置
、 　 ２ ３ 　 昇 降 距 離 演 算 装 置 、 　 ２ ４ 　 最 高 速 度 設 定 装 置 、 　 ２ ４ ａ 　 積 載 量 ・ 最 高 速 度
テ ー ブ ル 、 　 ２ ５ 　 速 度 パ タ ー ン 発 生 装 置 、 　 ２ ５ ａ 　 昇 降 距 離 ・ 昇 降 速 度 テ ー ブ ル 、 　
２ ６ 　 負 荷 ト ル ク 演 算 装 置 、 　 ２ ７ 　 イ ン バ ー タ 制 御 装 置 、 　 ２ ８ 　 イ ン バ ー タ 装 置 、 　
２ ９ 　 電 源 装 置 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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